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未来を創るＳＴＥＡＭ教育研修講座 ２年間の成長の記録 

―ワクワクを基に創り上げた研修講座― 

 

茨城県教育研修センター教科教育課 星野 優子 

 

STEAM Education Training Course to Create the Future The Record of Two Years' Growth 

    ―Course Designed Around Excitement― 

                  HOSHINO Yuko 

 

【要旨】 

 令和３年度から開設した「未来を創るＳＴＥＡＭ教育研修講座」の２年間の講座内容を

まとめたものである。一から創り上げたこの講座の成長を形に残しておきたいと思い、記

録と記憶を綴っている。茨城県教育研修センターとして普及していきたいＳＴＥＡＭ教

育を定義し、特色を打ち出し、少しずつ実践が広がってきている。次のフェーズに移るた

めにもこの２年間の歩みを振り返り、まとめたい。 

キーワード：ＳＴＥＡＭ教育、知ると創る、ワクワク、共に創る 

 

１ はじめに 

 ありたい姿が思い描けないから、何をどうつくっていったらよいか分からない。それが

「未来を創るＳＴＥＡＭ教育研修講座」（以下、「本講座」とする。）を担当することになっ

た時の気持ちであった。自分の専門は図画工作・美術である。図画工作・美術の研修をつく

る時は研修後の受講者の姿や授業の様子を「ありたい姿」として思い描き、それを目指して

道のりをつくっていく。新たな道を開拓したり道の途中で発見があったり、どんな道をつく

ろうかと構想している時はとてもワクワクする。そのワクワクが、本講座を構築する際には

起こらなかった。 

本講座の始まりは、理科担当指導主事の提案から。「これからはＳＴＥＡＭ教育だ！」そ

んな勢いに巻き込まれた覚えがある。自分の専門である図画工作・美術の講座をどのように

しようか思い描いていた時､｢教科等横断が大切だ｣とか「カリキュラム・マネジメント」だ

とか、自分には先のことのように感じていた分野への誘いを受けた。ＳＴＥＡＭ教育はこれ

からの社会に求められている教育であり、未来を拓く子供たちにとって必要な学びである

こと。世界では既にＳＴＥＡＭ教育に取り組み成果をあげている国もあるが、日本ではまだ

まだ実践例が少ないということ。教員研修として実施している研修機関はほとんどないと

いうこと。ＳＴＥＭの理数系分野にＡが加わることで学びが深まるということ…。いろんな

話を聞いていくうちに、なんだか Art の魅力が発揮できそうで、未知なる「ＳＴＥＡＭ教

育」という学びにワクワクを感じ始めていた。 
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しかしながら、当時の自分にとってＳＴＥＡＭ教育はどのような学びなのかイメージが

もてず、どのような研修を構築することが受講者にとってよい学びとなるのか見当がつか

なかった。靄の中で道に迷うという前に、目指すゴールが見えずスタートができない状態。

いつの間にか自分が本講座を主で担当することになり、焦りと不安が大きくなっていった。

早くありたい姿を思い描きたくて、ＳＴＥＡＭ教育と名の付くセミナーや研究発表会には

できる限り参加した。（「６ 講座構築のための参考資料」参照）ここで見聞きしたことや書

籍で読んだことなどを、自分の中で整理したくて他の担当指導主事に話を聞いてもらった。

アウトプットすることで思考が整理され、相手からの意見によって視野が広がる中で、徐々

にありたい姿が見えてきた。 

本講座は、初めて教科教育課と情報教育課とが連携してつくり上げた希望研修である。算

数・数学、理科、図画工作・美術、工業、技術を担当する指導主事。各分野に長けた５人の

指導主事で担当する。茨城県内でＳＴＥＡＭ教育研究に取り組んでいる茨城大学の小林祐

紀准教授と算数・数学の指導主事は面識があり、講師依頼のコーディネートをしてもらった。

講座でＩＣＴを活用したりプログラミングを取り入れたりする時には、情報教育課の２人

の指導主事が専門分野である。ＳＴＥＡＭ教育について熱く語って、受講者から思いを引き

出すのは理科の指導主事が適任である。４人の頼りになる仲間と話をしていくうちに、ワク

ワクが高まってきたことに気付いた。自分は Art の力を美術科教員以外にも広めていきた

い。仲間と共に何かを創るワクワクは、まさにＳＴＥＡＭ教育と同じである。 

 

 

令和３年度未来を創る STEAM教育研修講座キービジュアル 
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２ 日本におけるＳＴＥＡＭ教育の定義 

 (1) 文部科学省 

  ア 「ＳＴＥＡＭ教育等の各教科等横断的な学習の推進」 

   ・https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/mext_01592.html 

   ・「文部科学省では、ＳＴＥＭ（Science, Technology, Engineering, Mathematics）

に加え、芸術、文化、生活、経済、法律、政治、倫理等を含めた広い範囲でＡを定

義し、各教科等での学習を実社会での問題発見・解決に生かしていくための教科等

横断的な学習を推進しています。」 

  イ 「ＳＴＥＡＭ教育等の教科等横断的な学習の推進について」 

   ・https://www.mext.go.jp/content/20220518-mxt_new-cs01-000016477_00001.pdf 

・「ＳＴＥＭ（Science, Technology, Engineering, Mathematics）に加え、芸術、⽂

化、生活、経済、法律、政治、倫理等を含めた広い範囲でＡを定義し、各教科等で

の学習を実社会での問題発見・解決に生かしていくための教科等横断的な学習を

推進することが重要」 

・「ＳＴＥＡＭの各分野が複雑に関係する現代社会に生きる市民、新たな価値を創造

し社会の創り手となる人材として必要な資質・能力の育成」 

ウ 「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出

す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）（中教審第 228号）」（令和３

年１月 26日） 

 ・https://www.mext.go.jp/content/20210126-mxt_syoto02-000012321_2-4.pdf 

・「ＳＴＥＡＭ教育は『各教科での学習を実社会での問題発見・解決にいかしていく

ための教科横断的な教育』とされている。」 

・「このためＳＴＥＡＭの各分野が複雑に関係する現代社会に生きる市民として必要

となる資質・能力の育成を志向するＳＴＥＡＭ教育の側⾯に着⽬し、ＳＴＥＡＭの

Ａの範囲を芸術、文化のみならず、⽣活、経済、法律、政治、倫理等を含めた広い

範囲（Liberal Arts） で定義し、推進することが重要である。」 

・「各学校において、習得・活用・探究という学びの過程を重視しながら、各教科等

において育成を目指す資質・能力を確実に育むとともに、それを横断する学びとし

てのＳＴＥＡＭ教育を行い、更にその成果を各教科に還元するという往還が重要

である。」 

 (2) 経済産業省 

  ア 「『未来の教室』ビジョン」（令和元年６月 25日） 

   ・https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/mirai_kyoshitsu/pdf/20190625_report.pdf 

   ・「すなわち、『学びの ＳＴＥＡＭ 化』とは、教科学習や総合的な学習の時間、特別

活動も含めたカリキュラム・マネジメントを通じ、一人ひとりのワクワクする感覚

を呼び覚まし、文理を問わず教科知識や専門知識を習得する（＝「知る」）ことと、
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探究・プロジェクト型学習（ＰＢＬ）の中で知識に横串を刺し、創造的・論理的に

思考し、未知の課題やその解決策を見出す（＝「創る」）こととが循環する学びを

実現することである。」 

  イ 「ＳＴＥＡＭ Library」 

   ・https://www.steam-library.go.jp/about 

・「『未来の教室』では、『学びのＳＴＥＡＭ化』として、子ども達のワクワクを起点

に『知る』と『創る』の循環的な学びを実現することを目指しています。」 

 (3) 内閣府 

  ア 教育・人材育成ワーキンググループ（令和４年６月２日） 

   ・https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kyouikujinzai/index.html 

・「Society5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ」 

・「サイエンスをベースに、異分野への興味関心、多様な知の受容力、社会的文脈や

社会的課題への感覚を養う『ＳＴＥＡＭ教育』は、まさにこの課題解決・価値創造

に向けたプロセスそのものであり、初等中等教育段階からの分野横断的な学び・Ｓ

ＴＥＡＭ教育の重要性が増している。」 

・「ＳＴＥＭに加え、問いを立て、デザインする力を軸にした、芸術、文化、生活、

経済、法律、政治、倫理観等を含めた広い範囲として”Ａ”を定義。各教科等での

学習を実社会での問題発見・解決に活かしていくための教科等横断的な学習の推

進が必要。」 

 (4) 本講座におけるＳＴＥＡＭ教育の定義 

   上記(1)～(3)を踏まえ、本講座では次のようにＳＴＥＡＭ教育を捉えて構築してい

る。「ＳＴＥＡＭ教育とは、各教科等での学習を実社会での問題発見・解決に生かして

いくための教科等横断的な教育である。Ａを『Liberal Arts』と『Art』の両面で捉え

ることで各教科等を含む広い範囲で取り組むとともに、デザイン思考やアート思考、も

のづくりやことづくりなどの Artを明確に位置付け、新たな価値を創造する力を育む。」 

このように、Art の力に着目し、カリキュラムに明確に位置付けることを打ち出して

いるのが本講座の特徴である。 

 

３ 令和３年度未来を創るＳＴＥＡＭ教育研修講座 

 (1) 講座のねらい 

ＳＴＥＡＭ教育について、教員（学校）と指導主事（行政）が共に学び、茨城県での 

普及や実践を目指す。ＳＴＥＡＭ教育についての講義・演習等をとおして、受講者の行

動変容や意識変容につなげる。 

 (2) 実施要項等 

   令和３年度に新規講座を立ち上げるにあたり、令和２年７月頃から本格的に講座構

築を開始した。研修内容が多岐にわたると考えたため２日間の研修とし、講座内容や流
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れを検討した。講座内容として設定したい内容は、以下のとおりである。 

  ア ＳＴＥＡＭ教育の歴史・概念・実践の整理 

  イ Ａｒｔ分野に特化した講義と演習 

  ウ ＳＴＥＭ分野に特化した講義と演習 

  エ 講義（インプット）だけでなく、研究協議や演習（アウトプット）も設定する。 

  オ 実践発表を取り入れる。 

  カ 講義や演習を踏まえ、自校で実践できる指導計画を作成する。 

資料１ 令和３年度未来を創る STEAM教育研修講座実施要項 
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これらを踏まえて設定した実施要項が資料１（p.５）である。全国的にもまだ事例の少な

い進取的なこの研修を共に学んでいるという意識を高めるため、些細なことでも受講者同

士が相談しやすいよう２日間とも集合型研修で計画した。また、アートやプログラミング的

思考に特化した演習を設定し、実感を伴った学びができるようにした。 

資料２ 令和３年度未来を創る STEAM教育研修講座チラシ 
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新規講座であるため、２日間の研修内容が分かりやすいよう資料２のチラシ（p.６）を

作成した。令和３年度初めに、これまでに理科や美術の研修を受講した教員や県内高等学

校教員、市町村教育委員会等に配付した。この年は、小中高特各校種から合計 63人の申

込があった。また、受講対象に県内学校管理職も含めたため、管理職の申込が数名あった。

後日、受講した小学校校長から管理職は参加できる研修が少ないが、ＳＴＥＡＭ教育研修

講座は受講可能であったため申し込んだという話をうかがった。カリキュラム・マネジメ

ントや校内研修等に関する内容の講座は管理職からもニーズがあり、今後は他の希望研

修でも検討する必要があると思われた。 

(3) 講座内容等 

 ア 第１日：10月 13日(水) ※感染症対策から、オンライン型研修に変更して実施 

10:00～10:15 オリエンテーション 
・「机を円にすること」のエピソードトークから、論理的思考と感覚的思考の両面が
人間にとって大切であること、ＳＴＥＡＭ教育の必要性とよさを紹介。 

・茨城県教育研修センターとして取り組んでいきたいＳＴＥＡＭ教育の方向性につ
いて。（資料３）（p.８） 

・Ａはリベラルアーツと、Art（デザイン思考、アート思考、ものづくり、ことづく
りなど）の両側面を明確に位置付けていきたい。 

・研修をきっかけに、教職員が「新しい学びを創造していく」ことを目指す。学びを
デザインしていく楽しさを味わえる研修にする。 

10:15～11:45 講義「新しい学びを創造するＳＴＥＡＭ教育」 
           講師 早稲田大学教授 森田 裕介 氏 

・ＳＴＥＡＭ教育の概要についての講義 
・ＳＴＥＡＭ教育が求めらている時代背景を、資質・能力（コンピテンシー）育成の
面から講義。東京学芸大学子ども未来研究所の資料を基に、ＳＴＥＡＭ教育の５つ
の要件についても解説。総合的な探究の時間とＳＴＥＡＭ教育の関連についても
触れる。 

・講義中にチャットで意見を入力したり、講義後に質疑応答をしたりして、双方向性
のある講義とした。（資料４）（p.８） 

・11:45～12:00 は、チャットに入力して講義リフレクション 
13:00～14:50 講義・演習「ＳＴＥＡＭ教育におけるアート」 

         講師 武蔵野美術大学教授 三澤 一実 氏 
・アートの役割や意義などについて理解するための講義。 
・ＳＴＥＭの収束的思考だけでなく、ＡＲＴの拡散的思考が重要であり、日本型ＳＴ
ＥＡＭ教育の問題点として述べる。芸術が学校教育にある意味を、美術は感情を可
視化して他者とコミュニケーションをつくり出す学びとして示した。朝鑑賞の事
例紹介。 

・対話型鑑賞の演習を取り入れ、みることへの意識や感じたことを言葉にして共有
する大切さを実感した。オンライン研修であったため、講師が画面共有した作品を
鑑賞した。講師が作品から気付いたことを問いかけると、次々と発言があり対話が
つながれていった。 

15:00～16:00 研究協議「学びのＳＴＥＡＭ化を目指した授業づくり」 
・ブレイクアウトルームに分かれ、講義・演習で学んだことや疑問点について、受講
者同士で共有した。 

・メインルームに戻り、自分の学校で実際に取り組むための構想を練った。 
・グランドデザインや学校教育目標、総合的な学習（探究）の時間の年間指導計画な
どを、ＳＴＥＡＭ教育の視点で見直した。 

・第２日にカリキュラムデザイン（指導計画）を立案するため、必要な資料を整理し
た。（各教科の年間指導計画、教科書など） 
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 イ 第２日：11月 11日（木） 

9:30～10:00 オリエンテーション 
・写真を使った第１日の振り返り 
・講座の目標（自校化できるよう指導計画を立案すること）と本日の流れの確認 
10:00～12:00 講義・演習「プログラミング的思考を活用したＳＴＥＡＭ教育」 

     講師 茨城大学准教授 小林 祐紀 氏 
・カリキュラム・マネジメントとＳＴＥＡＭ教育の接点として、具体的に学校で実践
するためのポイントについての講義。学習環境の整備についても事例を基に解説。
学びが誘発される学習環境について理解を深めた。 

・ＰＣを使用した演習。NHK for School「ツクランカー」を紹介し、受講者が自由に
内容を確認した。また、Jamboard を使用して受講者同士が意見交換をした。受講
者には、センターＰＣを貸し出した。 

13:00～15:00 実践発表・研究協議「ＳＴＥＡＭ教育の実際」 
・ＳＴＥＡＭ教育の実践事例発表と質疑応答 
・石岡市立南小学校教諭 ※令和３年度長期研修（図画工作） 

「図画工作と総合的な学習の時間との関連的な授業デザイン」 
・大洗町立南中学校教諭 ※令和３年度長期研修（理科） 

「生徒一人一人の発想や構想を生かした個別最適な学び」 
・県立つくば工科高等学校教諭（オンライン） 

「プロダクトデザインとＳＴＥＡＭ教育」 
15:00～16:00 演習・研究協議「ＳＴＥＡＭ教育の指導計画の立案」 
・「カリキュラムデザイン」（資料５）（p.９）を使って、指導計画を作成した。 
・グループでカリキュラムデザインを共有し、よりよい計画になるようにした。 
・共有ドライブに指導計画を提出し、全員で共有できるようにした。 
・２日間の研修のリフレクション 

資料３ 第１日オリエンテーションプレゼン（一部） 

資料４ 講義「新しい学びを創造する STEAM教育」の様子 
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(4) 受講者アンケートから 

第２日アンケート「ＳＴＥＡＭ教育の授業づくりについて考えることができたか。」に

対し､｢よくあてはまる｣と「だいたいあてはまる」を合わせた回答は 96.6％であった。ア

ンケート記述では「ＳＴＥＡＭ教育について講義と演習を通して知ることができた。今後

も理論と実践、研究と現場をつなぐような研修があるとありがたい。」､｢ＳＴＥＡＭ教育

の楽しさや可能性がとても伝わってきて、ぜひ取り入れていきたいと思う内容だった。｣

などの記述があった。一方で、第１日に講義を２つ設定したが、受講者からは理論よりも

まずは具体的な実践事例を知りたいという意見が多くあがった。また、カリキュラムデザ

インを作成するフォーマットを用意したが、研修時間内で完成することは難しかった。 

資料５ STEAM教育カリキュラムデザイン 
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(5) 講座の振り返り 

３人の講師による講義や演習を設定し、多様な面からＳＴＥＡＭ教育について理解で

きるようにした。新規講座であることに加えＳＴＥＡＭ教育自体が明確に定義されてい

ない新しい学びであるため､｢知る｣ことに重きをおいて設定した。何よりも自分自身がＳ

ＴＥＡＭ教育について曖昧であったため､｢自分が知りたい｣という思いが強かった。３人

の講師とは事前に打合せをして、それぞれの特色を強く出した講義となるように依頼し

た。その分、受講者は一方向的に聞く時間が長くなってしまうため、研究協議をこまめに

設定して意見交流をするようにした。「分からないこと」も含めて、声に出してアウトプ

ットすることや他者と共有することが学びの実感に大切であると感じた。 

８月の第１日アンケートでは､｢理論的なことは理解したが、ＳＴＥＡＭ教育の具体的

な事例が知りたい」という意見が多く寄せられた。実は、10 月の第２日の実践発表に向

けて、大きな出会いが訪れていた。９月から開始した研修センター長期研修で、大洗町立

南中学校の教諭が「理科と美術を中心にしたＳＴＥＡＭ教育の在り方」、石岡市立南小学

校の教諭が「図画工作と総合的な学習の時間との関連的な授業デザイン」について研究す

ることとなった。両研究とも第２日の時点では研究途中であるが、研究内容はまさに求め

ていたＳＴＥＡＭ教育の具体的な実践事例であり、２人に実践発表を依頼することとし

た。また、第２日は長期研修期間中ということもあり、研修室で直接発表することができ

た。高等学校の実践発表者は、情報教育課の紹介で県立つくば工科高等学校の教諭に依頼

した。工業高校のものづくりのよさを生かした実践であり、専門性の高さを生かしながら

もものをつくり出す楽しさも感じられる発表であった。ＳＴＥＡＭ教育というと、新しい

ことを一から始めなければいけないとか、義務教育段階では難しいのではないかといっ

た懸念がある中、３人の発表は新たな学びのイメージを具体的に示すものとなった。これ

までの授業づくりを少し見直すこと、同じ学校の教員と授業について雑談すること。「教

科連携は教師連携である」という小林准教授の言葉がそのまま当てはまる実践であった。

ＳＴＥＡＭ教育のイメージを明確にもつために、自ら実践している教員の生の声の重さ

を感じるとともに、今後県内で実践を増やしていく必要性を感じた。 

本講座は、ＳＴＥＡＭ教育と同様に「知る」と「創る」が循環することも目指して構築

した。研修を受講して終わるのではなく、各学校での実践につながるようカリキュラムデ

ザインを「創る」演習を設定していた。受講者の負担を減らすために研修時間内に立案し

実践につなげられるようにしたつもりであったが、逆に具体にするためには時間が短く

内容も難しかった。教科等横断的な内容となるため、個人作業ではスムーズに進まなかっ

たことが大きい。さらに、受講者からは、カリキュラムデザインをするためにも実践事例

をもっと知りたいという意見が多く、次年度の講座に向けて改善を図っていくこととし

た。 
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４ 令和４年度未来を創るＳＴＥＡＭ教育研修講座 

 (1) 講座のねらい 

   探究と創造のサイクルを回すＳＴＥＡＭ教育の理念を理解し、アートを位置付けた

教科等横断的な授業デザインの視点をもつことができる。 

 

資料６ 令和４年度未来を創る STEAM教育研修講座実施要項 
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(2) 実施要項等 

令和３年度の振り返りを基に、演習と研究協議を中心にした体験型インプット研修と

して設定した。資料６（p.11）は、令和４年度の実施要項である。ＳＴＥＡＭ教育につい

て実感を伴いながら学び、これから求められる教育について視野を広げる構成となるよ

うにした。受講者の視野を広げることで、今後自分の学校で取り組みたい、もっと学びた

いと思ってもらえるような研修を目指した。 

(3) 講座内容等 

 ア 第１日：８月 19日(金)  

9:30～9:45 イントロダクション 
・「台風」のエピソードトークから、論理的思考と感覚的思考、科学技術と芸術の両面
が人間にとって大切であること、ＳＴＥＡＭ教育の必要性とよさを紹介。 

・カリキュラム・マネジメントの視点からのＳＴＥＡＭ教育（資料７） 
・茨城県教育研修センターとして取り組んでいきたいＳＴＥＡＭ教育の方向性につい
て。 

・Ａはリベラルアーツと、Art（デザイン思考、アート思考、ものづくり、ことづくり
など）の両側面を明確に位置付けていきたい。 

9:45～12:15 実践発表・研究協議「ＳＴＥＡＭ教育の実際」（資料８） 
・石岡市立南小学校教諭 

「図画工作と総合的な学習の時間との関連的な授業デザイン」 
・県立下妻第二高等学校教諭 

「社会とつながる教科等横断型の探究学習」 
・大洗町立南中学校教諭 

「一人一人の発想や構想を生かした個別最適な学び」 
・研究協議（ワークシートを使った振り返りと共有など） 
13:15～15:25 講義・研究協議「新しい学びを創造するＳＴＥＡＭ教育」 

茨城大学准教授 小林 祐紀 氏 
・我が国におけるＳＴＥＡＭ教育 
・カリキュラム・マネジメントとＳＴＥＡＭ教育について 
・関連資料「ＮＨＫ for School」、「ＳＴＥＡＭライブラリー」の紹介 
15:25～16:00 リフレクション 
・スプレッドシートに「研修を受けて印象に残ったこと、できそうなこと、すぐやっ
てみたいと思ったことなど」を入力した。スプレッドシートは全受講者が一覧にな
っているため、他者の意見も共有することができた。 

・ＰＣは持参としたが、持参できない受講者にはセンターＰＣを貸出した。 

 

資料７ 第１日イントロダクションプレゼン（一部） 
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イ 第２日：10月 13 日（木） 

9:30～10:00 イントロダクション 
・第１日のアンケートを基にした振り返り（資料９）（p.14） 
 アンケートには「校内で伝達したい」「誰かを巻き込んで取り組みたい」といった感想
が多く、個人で学んだことが多数に広がっていく様子がうかがえた。教科等横断的な学
びであるためか､｢研修センターから受講者へ」という１→１の学びではなく､｢研修セ
ンターから受講者へ、そして共有者へ｣という波及効果が大きいと感じた。そのため、
第２日までに連絡をいただいた実践を講座内で紹介し、学んだことを行動に移したこ
とへの価値付けをしたいと考えた。 

・実践事例紹介①（つくばみらい市立豊小学校教諭） 
 第１日の研修後、８月の校内研修で伝達。校内研修の様子はＨＰに掲載されている。今
後、学校全体でＳＴＥＡＭ教育に取り組んでいく方向性について紹介。 

10:00～12:00 講義・演習・研究協議「プログラミング的思考を活用したＳＴＥＡＭ教
育」 

・scratchと toioを使用したプログラミングの演習 
・フラクタル図形をプログラミングで描く。身のまわりにあるプログラミングについて。 
13:00～15:25 講義・演習・研究協議「ＳＴＥＡＭ教育におけるアート」 

        武蔵野美術大学教授 三澤 一実 氏 
・本講座のねらいを踏まえ、Ａを「Art ＆ Design」と「Liberal Arts」として捉えて Art
の意義や価値についての講義 

・Art は、「説明（ドローイング）」「批評能力」「評価（討論）」する力を高めるために重
要であると述べる。朝鑑賞やデザイン思考の事例紹介。 

・演習「造形実験～緊張感を考える～」４人組になって、緊張感とは何か伝え合う。 
・演習「対話型鑑賞」１枚の絵を鑑賞して、気付いたことを述べる。 
・冒頭は、別室にて講義をオンラインで配信。途中から研修室に入室して、講義と演習を
実施した。サプライズ的な演出により、オンラインよりも対面で対話することのよさを
実感できるようにした。 

15:25～16:00 リフレクション 
・実践事例紹介②（常総市立豊岡小学校教諭） 
 令和３年度の第４学年で対話型鑑賞の実践（ＨＰ参照） 

・実践事例紹介③（大洗町立南中学校教諭） 
令和４年度大洗町立南中学校研究発表会の案内 

  理科と美術を中心にしたＳＴＥＡＭ教育の授業公開及び研究協議 
・実践事例紹介④（稲敷市立新利根中学校教諭） 
 令和５年２月１日に研修支援訪問実施予定 

・リフレクションムービーによる講座の振り返り 
・スプレッドシートを使った振り返りと共有 

資料８ 実践発表プレゼン（一部） 
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(4) 受講者アンケートから 

受講者アンケートの「今回の研修は、あなたにとって満足できる研修でしたか」に対 

する「よくあてはまる」と「だいたいあてはまる」を合わせた回答は、第１日も第２日も

100％であった。演習で実施した対話型鑑賞の追加資料請求の問合せがあったり、ＳＴＥ

ＡＭ教育で研修支援訪問の依頼があったりするなど、県内でＳＴＥＡＭ教育の実践が広

まっていることから、本講座の企画・運営の適切性はあると考えられる。また、受講者ア

ンケートの「今回の研修は、あなたにとって教員としての資質・能力の向上に役立つもの

でしたか。」に対する「よくあてはまる」と「だいたいあてはまる」を合わせた回答は、

第１日が 100％、第２日が 96.9％であった。職員会議や校内研修等で伝達・共有をしたい

という回答も見られ、学んだことを実践につなげようという受講者も多いことから、本講

座の資質能力の向上への有効性は高いと考えられる。 

(5) 講座の振り返り 

前年度の振り返りを基に、講座の内容や流れを検討し講座構築した。第１日の最初に実

践発表を設定したことで、ＳＴＥＡＭ教育のイメージを明確にもってから理論的な講師

講義につなげることができた。イメージをもつことは、図工や美術の作品づくりと同様に

自分がつくりたいものを明確にしたり工夫したりするために大切である。作品鑑賞と同 

資料９ 第２日イントロダクションプレゼン（一部） 
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じく、実践事例を見たり聞いたりすることで受講者の見方や感じ方が広がり、後の講義

や演習で見えるものや感じるものが広がる。また、今年度はカリキュラムデザインを作

成する演習は設定しなかった。研修中に一人でつくるよりも、学校に戻ってから職員室

でワイワイつくることの方がＳＴＥＡＭ教育らしい。全職員でなくても、意気投合する

仲間に伝えて、できることから一歩を踏み出す。その一歩を後に集めてまた受講者と共

有し合いたい。昨年度から今年度にかけて、本講座をきっかけに少しずつだがＳＴＥＡ

Ｍ教育の実践が県内に広がっている。それを本講座で紹介することによってさらに新

たな実践につながっている。増えてくる楽しさややりがいの声。受講者と一緒に研修を

つくっているという思いになる講座である。 

 

５ 茨城県内におけるＳＴＥＡＭ教育の実践 

 (1) つくばみらい市立豊小学校 

令和３年度本講座を校長が受講し、校内でＳＴＥＡＭ教育に取り組む検討が始まっ

た。そして、ＳＴＥＡＭ教育を校内で進めるにあたり資料や事例を紹介して欲しいと、

令和４年５月に校長から相談をいただいた。受講したことを基に校内で実践を進めよ

うとしている校長先生の姿に感銘を受け、これまでにまとめたり収集したりした資料

を紹介した。その後、８月の校内研修に石岡市立南小学校の教諭を迎え、カリキュラム

デザイン等について研修を実施した（資料 10）。また、令和４年度の本講座には教務主

任と研究主任が受講し、第１日の講座後には校内研修で共有を図った。 

 

令和４年 10月 25日（火）には、研修支援訪問を実施した。校内のＳＴＥＡＭ教育テ

ーマを「わたしたちが考える幸せなまちづくり」とし、全学年で教科等横断的な授業に

取り組んでいる。全学年でＳＴＥＡＭ教育カリキュラムデザイン（資料 11）（p.16）が

作成され、校内研修が進められている。しかも、本講座で配付したカリキュラムデザイ

ン枠をそのまま活用してくださっていた。訪問での提案授業は第５学年家庭科で、社会

科や総合的な学習の時間などで学んだことを生かし、市の特産品を使ったメニュー作

資料 10 校内研修の様子 資料 12 第５学年家庭科板書計画 
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りに取り組んだ（資料 12）（p.15）。どの学年も様々な教科でつくばみらい市について

扱っており、教科の特性を生かして故郷や幸せのあり方について一人一人が考えるカ

リキュラムとなっている。研修支援にはつくばみらい市立伊奈中学校からも２人が参

加し、小中で連携しながら地域の子供たちを育んでいく様子が見られた。 

11月 23日（水）に開催された大洗町立南中学校研究発表会には校長をはじめ数人の

教諭が参加し、よりよいＳＴＥＡＭ教育を創っていこうと校内での研修が継続してい

ることがうかがえた。 

研修センターの本講座に一人が参加したことをきっかけに、学校全体で取り組み、研

修支援訪問を実施したり他校の研究発表会に参加したりするなど、組織として学ぼう

とする意識の高さを感じる。今後は、ＳＴＥＡＭ教育の実践だけでなく、学校組織とし

ての校内研修の在り方についても紹介できる学校であると感じる。 

(2) 石岡市立南小学校 

令和３年度長期研修で「図画工作と総合的な学習の時間との関連的な授業デザイン」を

第５学年で実践した。この教諭は、つくばみらい市立豊小学校の校内研修に講師として招

資料 11 つくばみらい市立豊小学校ＳＴＥＡＭ教育カリキュラムデザイン（第５学年）（一部） 
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かれ、カリキュラムデザイン等について研修した。令和４年度は、図画工作科と生活科と

の関連的な授業デザインについて実践中である。 

(3) 常総市立豊岡小学校 

令和３年度本講座に校長が受講し、講座翌日に対話型鑑賞を第４学年で実施した。また、

授業後にその時の様子をすぐに連絡してくださった。授業者の教頭は、対話型鑑賞の解説

動画を作成し、常総市の図画工作・美術科研究部でも研修を実施した。動画は YouTubeで

限定公開されており、市内の校内研修等で活用されている。 

(4) 大洗町立南中学校 

令和３年度長期研修で、第２学年理科「生徒一人一人の発想や構想を生かした個別最適

な学び」に取り組んだ。「よりよい学校環境を自らの手でつくりだそう」を共通の課題に、

理科の「電気」の単元と美術の「ランプシェードづくり」の題材を中心に教科等横断的な

学びに取り組んだ。美術ではＬＥＤライトに和紙のランプシェードを組み合わせて作品

づくりをするが、多様な光源につくり変えるために理科や技術の学びを活用して、生徒の

表したい思いがより表せるような授業デザインにした。令和３年度の本講座では理科の

教諭が、令和４年度は美術の教諭がそれぞれの視点から実践を発表した。 

令和４年度も理科と美術を中心にＳＴＥＡＭ教育に取り組んだ。教科等を貫く課題と

して「思いをより伝えるには、どのようにしたらよいだろう」を設定し、理科の「音の性

質」の単元と美術の「ポップアップカードづくり」を中心にして教科等横断的な授業を展

開した（資料 13）。理科と関連させることで、美術のポップアップカードに音を組み合わ

せることができるようになり、表現の要素が広がった。また、思いや気持ち、音などの目

には見えないものを多様な方法（形、色彩、材料、波形など）で可視化することが、表現

力の向上にもつながった。令和４年 11月 23日（水）に開催された研究発表会では全国か

資料 13 令和４年度大洗町立南中学校研究発表会 STEAM 教育分科会資料 



18 

 

ら 200人以上の参加者が集まり、授業を参観した。研究協議ではＳＴＥＡＭ教育分科会が

設定され、約 40人が熱心に協議に取り組んだ。 

現在大洗町では、長期研修での研究を基に町全体でＳＴＥＡＭ教育への取り組みが始

まっている。令和４年度夏には、町内教職員及び地域住民に向けて、ＳＴＥＡＭ教育研修

会が実施された。講師は、東京海洋大学教授の佐々木剛氏と茨城工業高等専門学校副校長

の岡本修氏であった。大洗町の環境を生かした海洋教育とも関連させ、町ぐるみで展開す

るＳＴＥＡＭ教育に期待される。 

(5) 稲敷市立新利根中学校 

令和５年２月１日（水）に研修支援訪問を実施予定である。令和４年８月には校内研修

に大洗町立南中学校の教諭を講師として招き、ＳＴＥＡＭ教育についての共通理解を図

った。 

(6) 県立水戸第一高等学校附属中学校 

令和４年の本講座後、受講した教諭から対話型鑑賞を校内で実践したいという連絡を

いただいた。第１学年の学級で実践したところ大変盛り上がったため、学校全体で取り組

みたいということであった。三澤教授のデジタル朝鑑賞資料を紹介するとともに、直接三

澤教授とも連絡を取り校内での実践を進めている。 

(7) 県立下妻第二高等学校 

英語科教諭が中心となり、総合的な探究の時間を軸に、社会とつながる探究的な学習に

取り組んでいる。英語と他教科とを関連させた授業デザインも多く、教科等横断的に資

質・能力を育んでいる。 

英語と化学を関連させた授業では「プラスチックごみ問題」を共通のテーマに設定した

単元に取り組んだ。理科教員である校長先生をゲストティーチャーに迎えプラスチック

ごみを多面的に捉えてから、ごみ問題に対する考えをスライドにまとめてプレゼンした。

理科の視点を組み入れたことで、社会問題解決への意識を高めて英語の学習にも取り組

むことができた。スライドやプレゼンを英語で表現するだけでなく、プラスチックごみ問

題について一人一人が考えをもちできることを提案するものが多く、人の意識をつくる

「ことづくり」に結び付いた実践である。 

総合的な探究の時間には、下妻市のまちづくりを通して社会参画活動を行う「下妻プロ

ジェクト」に取り組んでいる。市議会傍聴や模擬市長選挙、市長とのパネルディスカッシ

ョンなどの活動を体験したうえで、フィールドワークを行い、よりよいまちづくりについ

て提言している。フィールドワークでは情報科と連携してドローンを試行運転したり理

科と連携して水質検査をしたりするなど、各教科の特性や学んだことを生かして調査活

動を行った。代表者が市長や市職員に向けて発表を行ったことで、市政参画への意識をつ

くることができた。 
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(8) 対話型鑑賞実践校 

対話型鑑賞を実践するために、三澤教授のデジタル朝鑑賞資料を希望する受講者に

はリンク先を伝えた。デジタル朝鑑賞資料は定期的に更新されるため、新しい資料の送

付時に各校での取組の様子についても連絡をもらうようにする。 

   ア 常総市立飯沼小学校 

   イ ひたちなか市立津田小学校 

   ウ 石岡市立国府中学校 

 

６ 講座構築のための参考資料 

 (1) 公益社団法人東京青年会議所 

「これからの教育～「知る」と「つくる」で変わる学び～」令和３年６月 11日 

・基調講演「現在の教育課題とＳＴＥＡＭ教育」板倉 宏 氏 

・基調講演「ＳＴＥＡＭ教育とは」中島 さち子 氏 

・事例紹介「ＳＴＥＡＭ教育への関わり方」廣部 慧 氏 

(2) 武蔵野美術大学ソーシャルクリエイティブ研究所 

  「教育共創ラボ設立イベント」令和３年７月 31日(土) 

  ・ＳＴＥＡＭ教育とは？ 

  ・探究教育と美術・デザイン教育 

(3) ＳＴＥＡＭ ＪＡＰＡＮ 

  「ＳＴＥＡＭ ＴＡＬＫ！」令和３年８月 15日 

(4) 大分大学 

 「大分の教育の未来をみつめるシンポジウムⅢ」令和３年９月５日（日） 

  ・ＳＴＥＡＭ教育ってなに？～想像を創造にする学びのかたち～ 

(5) 経済産業省 

「経済産業省『未来の教室』プロジェクト－ＳＴＥＡＭライブラリーを活用した新た 

な学びの創造－」令和３年９月 29日 

(6) 日本ＳＴＥＭ教育学会 

  「第４回年次大会 ＳＴＥＭ教育が拓くこれからの学び」令和３年 10月 23日 

(7) 金沢大学附属中学校 

「令和３年度第 69回教育研究発表会」令和３年 11月 23日(火) 

  ・研究主題「Society5.0を主体的に生きるための資質・能力の育成（２年次）」 

－新設教科「創造デザイン科」の提言とＳＴＥＡＭ教育を踏まえた教科等横断的プロ      

ジェクトの作成を目指して－ 

(8) 大分大学 

 「大分の教育の未来を考えるシンポジウムⅣ」令和４年２月 27日（日） 
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  ・「義務教育段階におけるＳＴＥＡＭ教育の在り方～総合的な学習の時間を中核として

～」大分県教育庁義務教育課 後藤 竜太 氏 

  ・「大分魅力発見！豊後絞りを広め隊～子どもの教科等横断的な学びの整理～」 

   大分大学教育学部附属小学校 佐々木 淑子 氏 

  ・「舞ＳＴＥＡＭｓ～Society5.0の社会をけん引する人材を育てる～」 

大分県立大分舞鶴高等学校 池 氏 

(9) 日本ＳＴＥＭ教育学会 

  「日本ＳＴＥＭ教育学会 拡大大会」令和４年３月５日 

  ・「大分県におけるＳＴＥＡＭ教育の取り組みと実践の成果」大分県教育委員会 

  ・「アート(芸術)の力再考～ＳＴＥＡＭ教育の効果を最大限に高めるために～」 

(10) 大分大学 

  「大分の教育をみつめるシンポジウムⅤ」令和４年９月４日 

  ・ＡとＴの呼応が世界の見方を変える 

(11) 日本教育大学協会全国美術部門協議会 

  「第 61回大学美術教育学会宮崎大会」令和４年９月 17日 

  ・大会テーマ「次世代型美術教育モデルの構築に向けて」 

  ・「ＳＴＥＭ教育とアート」井上 祐巳梨 氏 
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７ おわりに 

 子供たちの成長を楽しそうに伝え合う声。どんな授業にしようか作戦を練って盛り上が

っている声。子供たちの学びと成長に関するいろんな雑談が聞こえてくる職員室が、ありた

い姿の一つになっている。そして、こんな実践をした、こんなよさが見られたと、受講者同

士で共有し合う研修講座。受講者と共に未来を創るのが本講座のありたい姿である。 

 本講座としてのＳＴＥＡＭ教育の特徴を明示できるようになったこと、講師や受講者と

のつながりができたこと、ＳＴＥＡＭ教育のよさを理解し実践が広がっていること。２年間

で軌道に乗ったと実感している。だから次は、どのような道をつくろうかとワクワクする。

これからも仲間と共に、ワクワクする研修講座を創っていきたい。 

 

 

令和４年度未来を創る STEAM教育研修講座キービジュアル 


